
 

Python 仮想環境



 

仮想環境の作成
以下のコマンドを実行します。

python3 -m venv [仮想環境名]

例えば、 python3 -m venv virtualPython と入力すると、
“virtualPython” という名前のディレクトリが作成されます。



 

仮想環境の有効化
以下のコマンドを実行します。

source [仮想環境名]/bin/activate

例えば、先程作成した仮想環境を有効化するには
source virtual/bin/activate と入力します。
そうすると、コマンドラインの先頭に (virtualPython) が表示されます。



 

仮想環境でのライブラリインストール
仮想環境上では通常通り Python コマンドが使えます。
ライブラリのインストールには pip を使います。



 

仮想環境でインストールしたライブラリの確認
仮想環境上で追加したライブラリは、以下のコマンドで確認できます。

pip freeze



 

仮想環境から抜ける
仮想環境から戻るには、以下のコマンドを実行します。

deactivate



 

仮想環境を削除する
作成した仮想環境を削除するには、rm コマンドを使います。

例えば、先程作成した仮想環境を削除するには、

rm -rf virtualPython と入力します。
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